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尖団小論，東京都立大学人文学部『人文学報』第140号，1980.3.31，pp.139-153 

「尖団小論」資料Ⅰ 静嘉堂本『譯語』中西番譯語，1955.4，（油印） 

「尖団小論」資料Ⅱ 天理本西番譯語，1955.3，（油印） 

博山方音記，（中文 銭曾怡等と共編），『山東大学文科論文輯刊』1982年第1期

（総第7期），1982.8，pp.1-43 

山東方言における‘児化’ ，東京都立大学人文学部『人文学報』第166号，

1984.3.31，pp.23-51 

（中国語訳 傅根清訳，山東方言的“兒化” ，『煙台師範学院学報（哲社版）』 

1991年第1期（総第20期），1991.3.20，pp.67-78） 
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掖県方言調査報告稿（Ⅰ），『神戸外大論叢』第37巻第4号，1986.10.1，pp.81-106 

         （Ⅱ），『神戸外大論叢』第38巻第7号，1987.12.25，pp.55-74 

         （Ⅲ），『神戸外大論叢』第39巻第6号，1988.11.30，pp.63-80 

         （Ⅳ），『神戸外大論叢』第40巻第5号，1989.10.31，pp.19-42 

〔資料〕丙種本西番館訳語校本（稿），神戸市外国語大学外国学研究所『外国学

研究XⅦ（内陸アジア言語の研究Ⅱ）』，1987.3.20，pp.157-215 

中国語に見られる‘Metathesis’について，『開篇』 Vol.5，1988.6.7，pp.36-51 

掖県方言同音字表（第一次改訂稿），（銭曾怡等と共編），『開篇』 Vol.5，1988.6.7，
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『中州音韻』音注索引，（慶谷壽信等と共編），東京都立大学近世音研究会，

1981.3.31，343p. 
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莱州方言志，（銭曾怡等と共編），斉魯書社，2005.6，378p. 
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アジア言語論叢 第 7 号（神戸市外国語大学外国学研究所『外国学研究』第 69

号）, 神戸市外国語大学外国学研究所, 2008.3.25，166p. 
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『西儒耳目資』に見る先行韻書の利用のされ方，『開篇』Vol.16，1997.12.31，  

pp.76-80 

掖城音系 ―掖県方言調査報告之一，神戸市外国語大学外国学研究所，『外国学

研究XXXIX（アジア言語論叢２）』，1998.3，pp.1-67 ，（中文 銭曾怡等と共編） 

玄応音義に見る玉篇の利用，『東洋学報』第80巻第3号，1998.12，pp.01-024 
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指示対象のズレと特殊な語形変化（4 完）― 「キツツキ」及びその関連語彙を
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漢語の身体名称に見られる特殊変化（1）―「踝」の諸語形をめぐる憶説―，『神
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キメラ語形について（1），『神戸外大論叢』第57巻7号（創立60周年記念特集号），

2006.6.1，pp.181-207  
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振り返れば薄氷 

 

太田 斎 
 
 
 
 1986 年に赴任して 32 年経った今年（2018）3 月に定年退職となり、恒例の退任

に当っての一文を私もこうして書くことになった。これまで中国語学の世界だけ

で生きてきたような人間だから、これまでを振り返っても神戸外大の思い出以外

には中国語学関係者との交流しか思いつかない。という訳でこの一文は神戸外大

関係者に向かって書いたものなのか、中国語学関係者に向けて書いたものなのか、

判然としない内容のものになってしまったが、他に書きようがないので、ご容赦

願いたい。まあ私の退任の記を読んでみようなどという気になる方は限られるで

あろうから、それほど気にすることもないか。 
赴任の 1986 年は神戸外大が六甲から学園都市に移転したその年である。私は

六甲学舎時代に学生生活を送り、その時、訳の分からん授業をしておられたのが

長田夏樹先生だった。何という巡りあわせか、その後任として今度は自分が学生

に子守唄を歌い続けることになった。自分自身は面白いなあと思いつつ喋ってい

るのだが、ふと見ると受講生は舟を漕いでいる。逆の立場に立ってみて、初めて

長田先生の心中を察することが出来るようになったと思う。極端な話、専門とす

る人間が非常に少ない分野だと、自分は日本で（ひょっとしたら世界でも）五本

の指に入ると比較的容易に豪語するようになれる。しかしその反面、世界を共有

できない哀しみに絶えず直面することになるのだ。元々興味のない学生に面白が

れというのがどだい無理な話だが、凡人の性で達観するには少々時間がかかった。 
 私は特に周囲に抜きん出た幼少期を過ごした訳ではないので、子供のころにつ

いて特に語るに足るほどのことはない。大学入学から説き起こすことにしよう。

大学入学時こそ比較的優秀と目されたが（でも一浪の身）、外大の学生生活は、

正直なところ理屈を捏ね回す大学生活を想像していた自分には違和感があった。

というのは屁理屈である。要するに一貫して成績は良くなかった。だからノーベ

ル賞受賞の小柴昌俊先生が学部時代は劣等生だったなどいうようなコメントを

目にするととても嬉しくなってしまう。誤解の無いように断っておくと、断じて

私も小柴先生同様にダメ学生からついには優れた研究者になった、などとほざい
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項目 13 クモ pp.77-82 

方言地图集有关词汇节录  pp.173-259 

〔卒論紹介〕北山由紀子『原本玉篇』の受容について～『玄応一切経音義』との

“案語”の比較を通して～ 富山大学卒業論文1997.1 並びに〔学会発表レジ

ュメ紹介〕顧野王『玉篇』と玄応『一切経音義』との関係 北山由紀子（富山

大学卒業生）第76回訓点語学会研究発表会1997年5月23日 於大阪市立大学 

紹介文,『開篇』Vol.26, 2007.5, pp.263-265 

『日本中国学会報』第60集 学会展望（語学），（佐藤晴彦、山川英彦、下地早智

子と共編）,2008.10.11,  pp.361-406 （音声・音韻及び方言担当） 

『日本中国学会報』第61集 学会展望（語学），（佐藤晴彦、山川英彦、下地早智

子と共編）,2009.10.10,  pp.368-417 （音声・音韻及び方言担当） 

書評：曹志耘主编《汉语方言地图集·词汇卷》，商务印书馆，2008，『中国語学』

256，2009.10.25，pp.13-31 

言語類型の推移に関わる現象，『人間文化』 13，人間文化研究機構，

2011.5,pp.32-47 

神尾弌春氏の慧琳音義研究 ―『慧琳一切経音義の摸索』校訂版作成に当たって

―『開篇』Vol.34,2015.12.25, pp.74-76（神尾弌春『慧琳一切経音義の摸索』

校訂版，pp.77-118） 

慶谷門下一の不肖の弟子,『開篇』Vol.35, 2017.5.28, pp.29-31 
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